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【手続補正書】
【提出日】平成26年2月12日(2014.2.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のブラシシールセグメント（１３０）を備えるブラシシールであって、各セグメン
トが、
　弓形フェンス（１４０）と、
　前記弓形フェンス（１４０）と円周方向に同延である弓形バックプレート（１５０）と
、
　前記弓形バックプレート（１５０）と弓形フェンス（１４０）の間に配置された複数の
ブラシブリストル（１７０）と、
　前記複数のブラシシールセグメント（１３０）の少なくとも１つが固定されている固定
部材（２０）と
を含んでおり、前記弓形バックプレート（１５０）が、
　複数の円周方向配向空洞（１６０、１６２、１６４）と、
　前記弓形バックプレート（１５０）の第１の端部（１５２）に隣接した第１の溝（１９
０）であって、前記複数の円周方向配向空洞（１６０、１６２、１６４）の少なくとも２
つをつなぐ第１の溝（１９０）と、
　前記弓形バックプレート（１５０）の第２の端部（１５４）に隣接した第２の溝（１９
２）であって、前記複数の円周方向配向空洞（１６０、１６２、１６４）の少なくとも２
つをつなぐ第２の溝（１９２）と、
　前記弓形バックプレート（１５０）の第１の端部（１５２）に沿って配置されかつ前記
第１の溝（１９０）に隣接する第１のダム（１８０）と、
　前記弓形バックプレート（１５０）の第２の端部（１５４）に沿って配置されかつ前記
第２の溝（１９２）に隣接する第２のダム（１８２）と
を含んでいる、ブラシシール。
【請求項２】
　前記弓形バックプレート（１５０）が、前記第１の端部（１５２）にほぼ平行にかつ前
記第１のダム（１８０）に隣接して配置された第１の溝（１９０）と、前記第２の端部（
１５４）にほぼ平行にかつ前記第２のダム（１８２）に隣接して配置された第２の溝（１
９２）とをさらに含む、請求項１記載のブラシシール。
【請求項３】
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　前記第１の溝（１９０）及び第２の溝（１９２）の少なくとも１つが、前記複数の円周
方向配向空洞（１６０、１６２、１６４）の少なくとも１つと連続している、請求項２記
載のブラシシール。
【請求項４】
　前記第１の溝（１９０）及び第２の溝（１９２）の両方が、前記複数の円周方向配向空
洞（１６０、１６２、１６４）の少なくとも１つと連続している、請求項３記載のブラシ
シール。
【請求項５】
　第１のブラシシールセグメント（１３０）の前記第１のダム（１８０）が、第２のブラ
シシールセグメント（１３０）の前記第２のダム（１８０）に当接する、請求項１記載の
ブラシシール。
【請求項６】
　前記複数のブラシブリストル（１７０）が、前記弓形バックプレート（１５０）の半径
方向軸線（Ｒ）に対してある角度をなしており、前記弓形バックプレート（１５０）の第
１の端部（１５２）及び第２の端部（１５４）の各々が、前記複数のブラシブリストル（
１７０）の角度にほぼ平行である、請求項１記載のブラシシール。
【請求項７】
　前記第１及び第２のダム（１８０、１８２）が、前記弓形バックプレート（１５０）の
内側弓形端縁部（１５６）及び外側弓形端縁部（１５８）と連続している、請求項１記載
のブラシシール。
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